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環境影響評価審査会 名神湾岸連絡線部会（第４回）会議録 

 
１  日  時 ： 平成 30 年 11 月 19 日（月） 10 時 00 分～10 時 50 分 

２  場  所 ： 神戸市教育会館 501 会議室 
３  議  題 ： 名神湾岸連絡線に係る環境影響評価概要書の審査について 

４ 出席委員： 上甫木委員（部会長）、小谷委員、近藤委員、菅原委員、住友委員 

５  兵庫県 ： 環境管理局長、環境影響評価室長、審査情報班長他班員２名 

水大気課、環境整備課、自然環境課、 

道路企画課高速道路推進室、都市計画課 

６ 配付資料：  

    資料１ 環境影響評価手続の流れ 

    資料２ 概要書に対する主な意見（審査会） 

     資料３ 概要書に対する主な意見（西宮市、各課） 

    資料４ 概要書に対する西宮市長の意見 

    資料５ 答申案 

 

７ 議事概要： 

  

＜事務局から、議題について資料１から５により説明。＞ 
 
〔質疑〕 

 
（委員） 

全体的事項３について、橋脚の位置について悪化しないのは当然で、資料３には

創出という意見も書かれているので、もう少し踏み込んで記載するのはいかがでし

ょうか。 
（事務局） 

創出という観点では橋脚の周囲に生息環境となる置き石なども考えられたが、そ

うすると潮流への影響が考えられるため、この表現とした。 
（委員） 
  潮流への影響が出るので難しいという話かと思うのですが、それは事業者が考え

ることで、意見は述べて検討をしてもらうという方法もある。 
（事務局） 
  検討したい。 
 
（委員） 
  大気汚染の粉じんに関して、現地調査を実施して現地状況を把握するということ

ですが、今現況でどれくらいの影響があるのでしょうか。 
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（事務局） 
粉じんについては、調査しておりません。SPM はあります。 

（委員） 
今までは調査していないので、現地調査をして、環境保全目標を設定するように

ということですね。 
（事務局） 
  環境目標値として、10t/月を設定している事例が多い。 
（委員） 

それくらい厳しくしてほしいということか。 
（事務局） 

そういうことになる。 
（部会長） 

これは現地の粉じんを把握して、その値が大きくならないようにし、10t が許容

範囲なので、影響が大きくならないようにしてくださいということか。住居等があ

るからそれに配慮し、現地調査を行い、現状より著しく大きくならないようにする

ことなどを加筆する方が良い。 
（事務局） 

修正をしていきたい。 
 
（部会長） 
 水質汚濁について、当該地点が溶存酸素量の最も低い地点であるということで、

青潮の発生に工事が原因とならないかという懸念がある。青潮の発生状況を把握し

ておく必要がないか。季節や風向きの気象条件により起こるのはよく知られている

ので、工事の時期などに配慮が必要になったりはしないのか。 
（事務局） 
 工事の詳細計画が固まるのに合わせ、工事スケジュールが定まってくると思う。

掘削工事の時期、青潮の発生時期、工事により底層の貧酸素水塊が上がってくる可

能性を合わせて調査して、予測評価をすることと、文面を検討したいと思う。 
（委員） 

４の騒音・振動・低周波音については、意見の内容を反映してもらっているので、

それでよいと思っています。西宮市長の意見で、43 号と阪神高速があって裏面反射

音はあったが、今回の道路では側道があったとしてもそこまで大きな影響はないと

は思う。低周波音はこのとおりかと思う。 
（委員） 

水質汚濁のイについて、底層年間平均溶存酸素濃度が最も低い地点と書いてある

が、報告書では全層平均という書き方もある。底層だけを測ったデータもあるのか。 
（事務局） 

地点毎に底層を測ったデータもあるので、それを基にしている。 
 
（委員） 

大気汚染で、現状把握するという地点で、事業実施区域と５号湾岸線の交通量が

増える区域とされているが、湾岸線の想定区域はどの場所になるのか。 
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（事務局） 

本事業との合流後の西側を想定している。 
（委員） 

事業実施区域については、ジャンクションのつながる付近か。 
（事務局） 

その辺りから、今津港にかけての範囲である。 
 
（部会長） 

先ほど委員から指摘のあった西宮市長意見は盛り込んでないのか。 
（事務局） 

低周波音については、手引書の内容が固定発生源に関してのものだったので、い

れていない状況です。 
（委員） 

43 号と阪神高速とのジャンクションの建設工事がかなり複雑になると思う。工事

による音や粉じんなどの影響もあると思うが、どうなるのか。 
（部会長） 
 構造としてかなりの多層構造となるが、何か言わなくてもよいでしょうか。 

（事務局） 
全体的事項の記載などを工夫して、きっちりと記載するようにしたい。 

 
（事務局） 

始めに環境創出に関してご意見をいただきましたが、海域の潮流を停滞させない

方が重要ということで今の記載にしています。検討したいと思います。 
（委員） 

先ほどの意見について、工事により大規模な交通規制が行われたり、工事期間が

長期にわたる可能性もあるので、その点も含めて書いていただければと思う。 
 
 

以上 


